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診療に係る項目 

11 新生児のうち、出生時体重が１５００ｇ未満の数  

 

○項目の解説 

出生時体重が１５００ｇ未満の新生児を極小低出生体重児といいます。このような新生児の治療には、高度な設備を持つ

新生児特定集中治療室（ＮＩＣＵ）において、経験のある医師・看護師が２４時間体制で呼吸・循環などの全身管理を行う必

要があります。極小低出生体重児の数は、高度な周産期医療を提供していることを示します。 

○当院の実績 

 

 

○当院の自己点検評価 

当院では、例年、年間１０－２０名程度の極低出生体重児を受け入れています。令和３年度は５名と大幅に減少して

いますが、全国的にコロナ禍で出生数自体が減少傾向にあることが原因と分析しています。このことは当地区でＮＩＣＵをも

つ旭川厚生病院も同様であり、旭川地区全体で極低出生体重児の出生数が少なかったと考えられます。当院では、近

年多くなっている先天性疾患児や外科手術などの高度な治療を必要とする児を多く受け入れをしています。早産児のみな

らず、外科治療や体外循環など当院でしか提供できない診療を中心に、今後も同地区の新生児医療に貢献できるよう尽

力して参ります。 

○定義 

DPC データを元に算出した、自院における出生数です。 

死産は除きます。 

○算式 

出生時体重が１，５００ｇ未満の産児数 

4 

13 

19 

12 

5 

13.45 13.74 
15.21 

14.10 13.31 

0

5

10

15

20

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

当院 全国平均

（件） ↑高いほど良い 


